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研究成果の概要（和文）：本研究は，テレビ画面を利用した速報等の情報表示が視聴者の番組鑑賞に与える影響
に着目し，視線計測を組み合わせた評価実験を行いました．主な成果として，テレビ画面上に情報が表示され続
けると，番組視聴者の視線はテレビの主映像から頻繁に引き離され情報表示領域に引き付けられること，主映像
に対して本来停留時間が長くなるはずの注視の頻度が減ることなど，視聴者の番組の見方そのものが変わること
がわかりました．このような影響を考慮してテレビ画面における情報表示のレイアウトを考えることが大切で，
そのための方向性について考察を行いました. 

研究成果の概要（英文）：This study focused on the effects of having information, such as news 
flashes, displayed at the margins of a TV screen, on viewer’s television watching. We ran a basic 
evaluation experiment measuring a viewer’s gaze. Results showed that when information continues to 
be displayed on the television screen, a viewer’s gaze is frequently pulled away from the main 
video footage, toward the area of the information display. Also, the frequency of longer fixation 
durations to the main video decreased when the information display persisted. Findings suggest that 
displaying information in the margin of a TV screen altered viewer’s television watching patterns. 
It is necessary to analyze the layout of the TV screen in tandem with its effects on viewers’ 
fixation patterns.

研究分野： 感性心理学
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１．研究開始当初の背景 
テレビ画面を利用した緊急情報などの情

報表示は，番組視聴者への情報提供手段とし
て大切な役割を果たしている．このような情
報表示は，本来のテレビ番組に割り込む形で
視聴者に情報を提供するもので，テレビ映像
に文字情報を重ね合わせたり，映像表示領域
を縮小してその余白に文字情報を流したり
するなど様々な形式で行われる．  
テレビ画面を利用した情報表示において，

これまで技術的な課題についての検討は見
られるものの，その表示形式とテレビ視聴者
の認知・評価との関わりに関する実験的な検
討は十分に行われているとは言えない．テレ
ビ視聴者にとって適切な情報表示形式を考
察するために，現状の情報表示形式に対する
視聴者の認知特性について基礎的な知見を
蓄積し，課題を整理する必要がある． 
 
２．研究の目的 
本研究では，テレビ画面を利用した情報表

示形態として L 字型画面[1]に着目する．L 字
型画面は，放送番組の途中で映像を縮小・移
動することで形成される L 字型の空き領域
（L 字領域）に通常一行の文字スーパーを表
示する形式である．L 字型画面は情報表示画
面として広く使用されているものの，視聴者
がL字領域に表示された情報にどのように目
を向け，また，L 字型画面内に提示されたテ
レビ映像をどのように鑑賞するのか明らか
になっていない．そこで，主に以下の２点に
着目して視線計測を伴う評価実験を実施し，
検討を進めた． 
 
(1) L 字型画面への切り替わりがもたらす画
面の見方の変化の検討．動画映像再生中に L
字型画面に切り替わり，一定時間継続して L
字領域に情報が表示される評価刺激を用い
て，画面レイアウト切り替えが観察者の視線
移動に及ぼす影響を明らかにする． 

 
(2) L 字型画面が動画映像鑑賞に及ぼす影響
の検討．映像そのものに対する観察者の視線
停留と映像コンテンツの理解感がL字型画面
の影響をどのように受けるか明らかにする． 

 
３．研究の方法 
本研究の方法は，評価刺激の制作，評価実

験の実施，評価実験で得られたデータの分析
と考察の 3 つの過程で行われた．それぞれの
詳細について以下で説明する． 

 
(1) 評価刺激の制作 

NHK クリエイティブライブラリー[2]の映
像素材を利用して評価実験で使用した全て
の刺激を独自に制作した．ダウンロードした
各素材から音声を取り除き，それらを必要に
応じて加工したのち組み合わせ，特定のスト
ーリーもしくはテーマを意図した短編映像
（720×480 pixels，29.97fps，AVI 形式）を

多数制作した．L 字型画面の評価刺激は，上
記の短編映像の縦横比を固定してサイズ縮
小し，その余白部分となる L 字領域に速報が
表示されるよう制作した．領域左部に速報の
大項目（「大雨情報」など），下部にその詳細
内容（「今夜にかけて東北地方で１時間に最
大８０ミリの猛烈な雨の恐れ」など）が一定
の文字数で表示された．文字書体は小塚ゴシ
ック Pro とした．素材の加工・映像編集には
Adobe Premier Pro CS6 を用いた． 
 
(2) 評価実験の実施 
 評価刺激の呈示と視線計測にはTobii 社の
TX300 を使用した．本装置は 23 インチの液
晶ディスプレイと一体型となった非接触型
アイトラッカーで，頭部や身体を拘束するこ
となく視線の位置を特定するものである．ア
イ ト ラ ッ カ ー の 制 御 に は DELL 
PRECISION M6700 を使用した． 
評価実験の参加者は，L 字型画面で映像を

観察する条件（もしくは，途中から L 字型画
面に切り替わる条件）と通常の画面で映像を
観察する条件に割り当てられ，評価刺激が呈
示される液晶ディスプレイから一定距離離
れて着席した．教示後に参加者ごとに眼球運
動のキャリブレーションを行い，実験を開始
した．評価実験では上記(1)で制作した評価刺
激を複数観察し，その間の視線が計測された．
映像観察後，参加者は映像コンテンツに関す
る様々な主観評価を行った．なお，各評価刺
激は縦 12.7cm×横 19.1cm で呈示され，65cm
の観察距離において視角：縦 11.2°×横 16.7°
となった． 

 
(3) データの分析 
視線データに関しては，L 字領域もしくは

映像表示領域の視線停留の回数及び時間を
分析対象とし，通常の画面で映像を観察する
条件と，L 字型画面で映像を観察する条件（も
しくは，途中から L 字型画面に切り替わる条
件）間の比較を行った．視線停留の定義には
Tobii Studio3.2.1 のソフトウェアに実装され
た Tobii Fixation Filter[3]を用いた．本研究
では，視線の総停留時間（停留点の停留時間
の総和），停留頻度（停留の回数），一停留時
間（停留 1回あたりの時間）を分析対象とし，
各映像に対する主観データと併せて条件間
の比較を行った． 

 
４．研究成果 
(1) L 字型画面へのレイアウト切り替えによ
る視線移動傾向（図 1参照）を分析した結果，
L 字型画面に切り替わると観察者の視線は L
字領域へ一旦強く引き付けられた後，平均し
て 20 秒～25 秒の間，映像領域と L 字領域を
交互に移動してから映像表示領域に戻るこ
とが示された．すなわち，L 字領域が表示さ
れ続けると番組視聴者の視線は主映像から
頻繁に引き離されることがわかった．本研究
の成果は，５．主な発表論文等の雑誌論文②



を中心にまとめられた． 
 
 
 
 
 
 
図 1：L 字型画面への切り替えによる視線移
動傾向（ 赤色＞黄色＞緑色の順に多く注視
されたことを示す．14 名分のヒートマップ） 
 
(2) L 字型画面が動画映像鑑賞に及ぼす影響
について，視線データ（視線停留の頻度と時
間）および主観評価データ（理解感評定値，
映像内容の書き出し量，見やすさ・分かりや
すさの全体印象）に分けて分析した． 
まず，視線データの分析によって，停留 1

回あたりの時間の分布における条件間の差
異が確認された．L 字型画面で映像を見ると，
通常の画面で見る時と比べて視線の全停留
データの第 3 四分位数となる 603ms を超え
る長い停留時間の注視頻度が減少し（表 1），
それによって，映像観察の総停留時間（停留
点の停留時間の総和）も短縮することがわか
った．これは，L 字型画面で動画映像を鑑賞
すると，動画映像の見方が変容することを示
している（図 2 参照）． 
次に，主観評価データ（理解感評定値，映

像内容の書き出し量，見やすさ・分かりやす
さの全体印象）を分析すると，すべての評価
項目において条件間に有意な差は認められ
なかった．これらの主観評価方法では L 字型
画面が映像理解に関わる主観評価に影響を
与えることは確認できなかった． 
本研究の成果は，５．主な発表論文等の雑

誌論文①を中心にまとめられた． 
 

表 1：注視回数の条件間比較（単位：回） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2：L 字型画面と通常画面で動画映像を鑑
賞した時の視線停留点比較例（各円の位置は
視線停留の位置を，半径の大きさは停留時間
の長さを表す．1 名分のゲイズプロット） 

 
(3) 上記(1)(2)の成果から，L 字型画面で映像
を鑑賞すると，視聴者の視線は速報の読み取
りに必要と考えられる時間を超えて頻繁に L

字領域に向けられ，長時間停留頻度の減少が
もたらされることで総停留時間が短縮する
などの可能性が示唆された．今後はこのよう
な映像の見方の変容がもたらす主観的影響
を多方面から検証する計画である．また，情
報表示が映像鑑賞に与える影響を総合的に
整理しながら，視聴者の感性に合致する情報
表示画面についての考察を深めたい． 
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